
を
巻
い
た
も
の
も
あ
る
。

人
物
埴
輪
で
は
耳
・
首
・
手
首
・
足
首
の
腰
の
ベ
ル
ト

に
玉
飾
り
な
ど
を
表
現
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
実
際
に
古

墳
か
ら
出
土
す
る
玉
は
材
質
・
形
状
に
よ
っ
て
多
く
の
種

類
が
あ
り
、
硬
玉
（
翡
翠
）
や
碧
玉
と
い
っ
た
緑
色
の
材

質
が
特
に
好
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
と

の
交
流
が
活
発
化
し
て
後
は
金
・
銀
・
金
銅
・
銅
な
ど
の

金
属
製
品
も
一
部
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
小
林
行

雄
『
日
本
考
古
学
概
説
』
一
九
五
一
）。

三

生
産
の
様
相

鉄
の
生
産

前
に
み
た
よ
う
に
、
古
墳
時
代
に
な
っ

て
、
古
墳
や
各
種
遺
跡
か
ら
出
土
す
る

鉄
製
品
の
量
は
弥
生
時
代
に
比
べ
て
飛
躍
的
に
増
加
し

た
。
そ
し
て
、
五
世
紀
代
に
な
る
と
更
に
大
量
の
武
器
・
武
具
・
農
工
具

と
い
っ
た
鉄
製
品
が
一
つ
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か

し
、
ま
だ
国
内
で
は
鉄
の
生
産
を
行
っ
た
痕
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

他
方
で
、
鉄
素
材
と
い
わ
れ
る
鉄
�
が
主
と
し
て
五
世
紀
代
の
遺
跡
か
ら

発
見
さ
れ
、
六
世
紀
前
半
に
は
減
少
す
る
こ
と
、
鉄
生
産
に
必
要
な
高
温

状
態
を
作
り
、
維
持
す
る
と
い
う
技
術
的
に
共
通
す
る
須
恵
器
焼
成
技
術

が
五
世
紀
前
半
ま
で
に
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
全
国
的
に
拡
散
す
る
の

は
同
後
半
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
五
世
紀
前
半
〜
中
葉
に
古
墳
へ
の

鉄
製
鍛
冶
具
の
副
葬
が
顕
著
と
な
り
、
鉄
需
要
の
増
加
が
推
測
さ
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
我
が
国
で
の
鉄
生
産
は
五
世
紀
後
半
〜
六
世
紀
前
半
ご
ろ

と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
東
潮
「
鉄
の
生
産
―
五
世
紀
の
鉄
素
材
の
供
給
地
を

巡
っ
て
―
」『
五
世
紀
の
北
九
州
―
�
倭
の
五
王
�
時
代
の
国
際
交
流
―
』
一

九
八
九
）。

六
・
七
世
紀
代
に
使
用
さ
れ
た
製
鉄
炉
は
長
さ
一
㍍
弱
の
長
方
形
を
呈

ふ
い
ご

し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
中
に
木
炭
・
砂
鉄
を
入
れ
て
燃
や
し
、
鞴
で

送
風
し
て
精
錬
作
業
を
行
っ
た
。
西
洋
の
製
鉄
法
が
導
入
さ
れ
た
明
治
以

図２―１００ 人物埴輪に見る古墳時代の服飾
（小林行雄前掲書より、一部改変）
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前
に
広
く
行
わ
れ
た
タ�

タ�

ラ�

製
鉄
の
起
源
で
あ
る
。
岡
山
県
な
ど
の
中
国

地
方
で
盛
ん
と
な
る
が
、
玄
界
灘
沿
岸
地
域
で
も
行
わ
れ
た
。

須
恵
器
の
登
場

五
世
紀
前
半
（
四
世
紀
後
半
説
も
あ
る
）
に
朝
鮮
半

の
ぼ
り
が
ま

島
か
ら
登
窯
を
用
い
る
土
器
焼
成
法
が
伝
わ
り
、

こ
こ
で
焼
か
れ
た
土
器
を
須
恵
器
と
呼
ぶ
。
そ
れ
以
前
に
使
用
さ
れ
た
弥

生
土
器
・
土
師
器
が
低
温
（
七
〇
〇
〜
八
〇
〇
度
）
で
焼
か
れ
、
軟
質
・

多
孔
質
で
赤
く
焼
き
上
が
る
も
の
で
あ
っ
た
（
酸
化
炎
焼
成
）
の
に
比

べ
、
還
元
炎
焼
成
に
よ
り
一
二
〇
〇
度
ほ
ど
の
高
温
で
焼
か
れ
た
硬
質
・

緻
密
な
青
灰
色
の
土
器
は
、
初
期
の
こ
ろ
は
威
信
財
と
し
て
も
使
用
さ
れ

た
が
、
五
世
紀
後
半
ま
で
に
は
広
く
行
き
わ
た
り
、
土
師
器
と
と
も
に
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
土
師
器
・
須
恵
器
と
も
に
同
じ
用
途

が
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
火
に
か
け
る
器
（
土
師
器
）
と
液
体
貯

蔵
の
器
（
須
恵
器
）
は
焼
物
の
性
質
か
ら
か
な
り
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い

た
。
食
器
は
両
者
が
使
用
さ
れ
た
が
、
須
恵
器
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
主

役
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

我
が
国
に
導
入
さ
れ
た
当
初
、
豊
津
町
居
屋
敷
遺
跡
、
筑
紫
野
市
隈
・すえ

西
小
田
遺
跡
、
筑
前
町
小
隈
・
山
隈
窯
跡
群
や
大
阪
府
千
里
窯
跡
群
・
陶

む
ら邑

窯
跡
群
な
ど
で
個
性
的
な
器
種
・
形
態
の
土
器
が
作
ら
れ
て
い
た
が
多

く
は
短
期
間
で
廃
絶
し
た
。
そ
し
て
五
世
紀
後
半
に
陶
邑
窯
跡
群
で
作
ら

れ
た
土
器
と
ほ
ぼ
同
じ
形
態
の
も
の
が
、
北
部
九
州
か
ら
東
北
南
部
に
い

た
る
広
範
な
地
域
で
あ
ら
た
め
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ヤ
マ
ト
政
権

に
一
元
的
に
掌
握
さ
れ
た
須
恵
器
生
産
が
全
国
に
波
及
す
る
の
で
あ
る
。

図２―１０１ 鉄精錬作業の想像図
（松井和幸「日本における鉄生産はいつ始まったのか」『新視点日本の歴史』第２より）
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図２―１０２ 須恵器と土師器
（小林行雄『日本考古学概説』１９５１より、一部改変）
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鎌 

鍬 

鋤 

（直刃） 

（曲刃） 

（U字形） 

こ
れ
以
後
も
須
恵
器
の
形
態
変
化
は
全
国
的
に
同
じ
経
過
を
た
ど
る
こ
と

か
ら
、
陶
邑
の
影
響
力
が
非
常
に
強
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

農

漁

業

弥
生
時
代
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
、
稲
作
は
重
要
な
位

置
を
占
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
我
々
の
生
活
を
規
定
し

て
き
た
。
稲
作
伝
来
以
来
、
最
も
大
き
な
技
術
的
変
革
が
想
定
さ
れ
て
い

る
の
が
朝
鮮
半
島
と
の
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
た
五
世
紀
前
半
で
、
そ
れ

は
U
字
形
鋤
先
と
曲
刃
鎌
の
出
現
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
新
し
い
技
術
の

導
入
で
あ
っ
た
。
鉄
製
農
具
は
弥
生
時
代
に
出
現
し
、
実
際
に
装
着
さ
れ

た
痕
跡
を
も
つ
木
製
柄
も
出
土
す
る
が
そ
の
数
は
非
常
に
少
な
く
、
も
っ

ぱ
ら
木
製
品
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
期
古
墳
か
ら
は
多

く
の
鉄
製
農
工
具
が
出
土
す
る
が
、
半
面
、
集
落
跡
か
ら
の
出
土
例
は
少

な
く
、
や
は
り
実
用
さ
れ
た
例
は
少
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

U
字
形
鋤
先
は
鋤
・
鍬
両
方
の
用
途
に
使
用
で
き
、
刃
幅
も
そ
れ
以
前

の
農
具
に
比
べ
て
広
い
。
土
地
掘
削
に
万
能
で
、
か
つ
効
率
的
で
あ
っ

た
。
こ
の
出
現
と
急
速
な
普
及
に
よ
っ
て
、
固
い
台
地
の
開
墾
も
比
較
的

容
易
と
な
り
、
池
溝
開
発
と
い
っ
た
土
木
工
事
が
大
き
く
前
進
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ま
で
機
能
分
化
し
て
い
た
多
く
の
種
類
の
農
具
が
淘
汰
さ
れ

る
な
ど
、
影
響
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
上
原
真
人

「
農
具
の
画
期
と
し
て
の
五
世
紀
」『
王
者
の
武
装
―
五
世
紀
の
金
工
技
術

―
』
一
九
九
七
）。
曲
刃
鎌
は
、
現
在
で
も
ほ
と
ん
ど
形
態
が
変
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
が
そ
の
優
秀
性
を
示
し
て
い
よ
う
。

漁
業
を
示
す
考
古
資
料
と
し
て
、
釣
針
や
ヤ
ス
と
い
っ
た
鉄
製
品
が
古

墳
に
副
葬
さ
れ
、
住
居
跡
な
ど
か
ら
魚
網
の
お
も
り
と
し
て
使
用
し
た
い

ろ
い
ろ
な
形
の
土
錘
や
イ
イ
ダ
コ
用
の
蛸
壷
な
ど
が
出
土
す
る
。
そ
れ
ら

の
形
態
も
現
在
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

漁
業
に
関
連
し
て
、
中
部
瀬
戸
内
地
域
を
中
心
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
塩

作
り
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
こ
う
。
岡
山
県
喜
兵
衛
島
は
東
西
六
〇
〇

㍍
、
南
北
三
〇
〇
㍍
の
小
島
で
あ
る
。
こ
の
南
東
浜
遺
跡
で
は
長
径
二
〜

三
㍍
、
短
径
一
・
五
〜
二
㍍
の
石
敷
き
の
炉
跡
が
次
々
と
造
ら
れ
、
炉
の

間
に
は
作
業
面
が
あ
っ
て
、
そ
の
周
辺
に
大
量
の
製
塩
土
器
が
廃
棄
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
小
島
に
は
六
世
紀
中
葉
か
ら
七
世
紀
代
に
い
た
る
二
十
数

基
の
古
墳
が
造
ら
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
に
は
製
塩
土
器
が
副
葬
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
た
ち
は
明
ら
か
に
製
塩
を
主
た
る
基
盤
と
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
同
県
牛
窓
町
の
海
岸
部
に
五
基
の
前
方
後
円
墳
が
築

か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
周
辺
も
地
形
的
に
農
業
生
産
力
が
低
く
、
そ
の
基

盤
に
は
水
運
と
と
も
に
製
塩
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
近
藤
義
郎
『
土
器
製

図２―１０３ 鎌と鍬と鋤先
（小林行雄前掲書より、一部改変）
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塩
の
研
究
』
一
九
八
四
）。
古
代
の
吉
備
は
鉄
と
塩
の
生
産
で
権
力
を
伸
張

し
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

北
部
九
州
の
古
墳
時
代

一

前
方
後
円
墳
の
出
現

石
塚
山
古
墳

と
赤
塚
古
墳

我
が
国
で
初
め
て
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
て
か
ら
そ
れ
ほ

ど
の
時
を
経
ず
に
、
お
よ
そ
三
世
紀
の
後
半
に
現
在
の
苅

田
町
役
場
の
南
の
海
岸
部
に
大
規
模
な
人
工
物
が
造
ら
れ
た
（
図
２
―
１０４
）。

ほ
ぼ
全
体
を
径
数
十
�
の
石
で
覆
っ
た
姿
は
ま
さ
に
石
の
山
で
あ
っ
た
。

こ
の
石
塚
山
古
墳
は
日
本
列
島
で
最
初
に
造
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
の
一
群

に
属
し
、
全
長
一
一
〇
㍍
、
後
円
部
直
径
約
六
〇
㍍
、
前
方
部
長
五
〇
㍍

の
規
模
を
も
つ
と
さ
れ
る
が
、
墳
丘
確
認
の
発
掘
調
査
が
部
分
的
に
し
か

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
前
方
部
前
面
に
墓
地
が
造
営
さ
れ
て
い
る
関
係
も

あ
っ
て
正
確
な
規
模
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
古
く
江
戸
時
代
（
一
七
九

六
年
）
に
石
室
が
開
け
ら
れ
、
そ
の
際
に
銅
鏡
一
四
（
一
説
に
一
一
・
一

二
）
枚
、
素
環
頭
太
刀
や
銅
鏃
な
ど
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
現

在
で
は
銅
鏡
七
枚
、
鉄
製
素
環
頭
太
刀
片
・
銅
鏃
一
点
な
ど
が
近
く
の
宇

原
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
八
）
以
降
に
数
次
に
わ
た
る
発
掘

調
査
が
な
さ
れ
、
そ
の
全
体
は
未
発
表
だ
が
主
体
部
の
調
査
内
容
が
公
表

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
竪
穴
式
石
室
は
長
さ
一
六
㍍
、
幅
一
一

ぼ

こ
う

㍍
の
巨
大
な
墓
壙
（
石
室
を
埋
め
た
穴
）
に
納
め
ら
れ
て
い
た
。
石
室
は

大
破
し
て
い
て
、
そ
の
痕
跡
か
ら
内
法
で
幅
一
・
四
㍍
と
推
測
さ
れ
た

が
、
長
さ
な
ど
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
記
録
で
は
長
さ
三

間
（
約
五
・
四
㍍
）、
床
面
の
幅
三
尺
（
約
〇
・
九
㍍
）、
上
端
の
幅
二
尺

（
約
〇
・
六
㍍
）、
深
さ
三
尺
余
り
と
記
録
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
る
。

こ
の
石
室
に
は
通
常
と
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。
一
般
の
竪
穴
式
石
室
で
は

遺
骸
を
納
め
た
木
棺
を
囲
む
部
分
だ
け
が
石
材
の
木
口
面
を
揃
え
て
空
間

を
形
成
し
、
そ
の
外
側
は
乱
雑
に
石
を
投
げ
込
ん
だ
よ
う
な
状
態
で
あ
る

（
図
２
―
７７
参
照
）
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
墓
壙
壁
に
沿
っ
た
、
本
来
な
ら

ば
全
く
見
え
な
い
は
ず
の
部
分
で
石
室
壁
面
と
同
様
に
面
を
揃
え
た
よ
う

に
工
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
町
教
委

に
よ
る
調
査
で
は
新
た
に
舶
載
鏡
（
細
線
式
獣
帯
鏡
）
片
、
琥
珀
製
勾
玉
、

碧
玉
製
管
玉
、
小
札
革
綴
冑
、
鉄
鏃
、
太
刀
、
鉄
斧
、
�
、
蛸
壷
を
含
む

土
器
片
な
ど
が
出
土
し
た
（
苅
田
町
教
委
「
石
塚
山
古
墳
発
掘
調
査
概
報
」

『
苅
田
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
九
集
、
一
九
八
八
な
ど
）。

石
塚
山
古
墳
と
同
じ
こ
ろ
に
造
ら
れ
た
古
墳
に
宇
佐
市
赤
塚
古
墳
が
あ

る
。
駅
館
川
右
岸
の
段
丘
上
に
位
置
し
、
全
長
六
〇
㍍
弱
の
前
方
後
円
墳

で
周
濠
を
伴
う
（
図
２
―
１０８
）。
こ
れ
も
古
く
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に

発
掘
さ
れ
た
た
め
に
細
部
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
型
の
箱
式
石
棺
か
ら
舶

載
鏡
五
枚
（
盤
龍
鏡
一
枚
、
三
角
縁
神
獣
鏡
四
枚
）
や
玉
類
・
鉄
製
品
な
ど

が
出
土
し
た
。
主
体
部
こ
そ
地
域
色
あ
る
石
棺
を
使
用
す
る
が
、
出
土
品
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